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厂しんかい2000」による京都府沖合の保護区内

におけるズワイガニ劭仙。ecetes opilio
の生態観察

山崎　 浮 ’

19叨 年8n18 日に 潜水禺査船「しんかい2（x）0』に 乗船し，京ｌ 」lfill･介 の ズワ･1 ガ

ニ 保淵区内 で ズワ イガニの生態と，IK 内 に 設置しているゴ ングlj － トプロックの状

況に つい て覩察を 行っ た。

１）保頡区 のほぱ 巾央1･l近 （水深約272 ．） を約1.･100m 航 遣 し。合計:llJ!1の ズワ４

ガニを現認し た。 祝認したガニの大部分は 。池髱サ イズに満 たないぷ暖熟な閼

休であった。

21 甲 幅約12c・ の 雛ガニと111幅 約7cm の 雌 ガニ の。 朷産卵にともな うカフプリン

グを覿察した。水深200m 以深 の海域におい て。このようなズワ イガニのカ・

ブリンクを観察し たのは 今回が始 めてである，

３） 詢庫卵 膾問もない|阿i の 軟ら かい11’侃11ｓ. ６ｍｍの雌 ガニが，脱皮倡の11111を 如

兪しているのを取察し た｡。

０ 海底に・rl されてい る３・ のコンクリートブにl ･, クは ，IM111にlllまる ことなく

111県 な 状態にあった。

Ecological Observations  of the Show  Crab,  Chionoeceies  opilio , in the

Preserved  Area  in Ihe Sea of Kyoto  Prefeccurc.

Atsushi YAMASAKI"J

Ecological  Observations  of  the snow  crab. C'lionoeceici opiho  . unit con-

dole  blocks was  carried out by ihe dccp-sca  re&corch  submersible  "SH1NKAI

2000"  in  ihe pieserved  area (average  depth  270nO  in  the Sen  off Kyoto  Pre*

fccture on  18  August.  1989.

] ) Thirty-one  individuals of the snow  crab were  visually observed  oil die sea

bed  during  (he cruise length  of  about  1.400m.  Most  of  (be crabs  were

immature  under  ihc legal siv.c

2 ) A  male  with  about  12cm  carapace  widlh  coupled  with  a  female  about

7cm.  which  was  just before  pi hoary spawning.  This  observation  is first

time  m  the dcep≫sca 20no  deeper  than 200m.

3 ) Female  wiih  carapuec  wid(h  86,(>mm,  which  luid jus( spawned  and  soft

shell, fed on  cast-off own  carapace.

4 ! A  eoneiete  block  I 3 m)  ! m  pivscrved  ai*eu was  loin in good  condition



on ｌｈｅ sea ｂｅｄ｡

1. は じ め に

ズワ イガニali 。。･celes cpilioは。 北 大 西洋・

北太平洋・オホーツク海および 日本海などに!U.Q.

する産業上重要なガニ頴のひとつ であ る。

日本海西区で はズワイガニは 主に底 曳網により

漁獲 され，その漁獲量は1970 年 頃までは10.000 ト

ン以 上あったが，それ以 降減少傾111】にあ り近年で

は2.000 トン以 下の漁穫しか期待で きない状況に

ある。こ の間。 水産行 政や関係 漁業者|よ劣令，白

主規制により。 漁期や漁獲サイ ズの設定， 漁獲飛

のllj淇等を実綸 してきた。 しかし。こ れらの規制

は資源を回復 させるに至 っていないのが現状であ

る。

京都府ではこ のように著しく悲化した資 源を保

謾し，増 大させることをｎ的に. 1983 年に府i･II介

のガニ 漁場内 の水深270m 埴に ２マ イル四 方の1累

護区（禁漁区 ）を設定 した（図 １）。 こ の保護区

内 には ３ｍ 角の コンクリ ートブロ ック4121 2 ）を

合計83 籾設置し。 底曳網 の操業を物理的に行なえ

ない ようにした。 保護区 設定以降， 京都府では吠

験操業， 標識放流および黔!本船の操 業Ej 誌 等の調

査により， ズワ イガニの資稗生態 調査と平行し，

穣護区の打効性について検討してい る（京都府立

海 洋セ ンター1986 ，1987. ）988）。そ の結 果，こ

れ までに 主に次のこ とが明 らかにな った。

① 保護lg の周辺 海域｛保 護区 から四方に ３マ イ

jレ以内3 で 雄ガニ を対象とした操ｌ が1!中 し，ひ

とつ の漁場 を形成 した。傑,哩【4,役定の２－３年前

まで は，当海峨ではほとんど様業が行なわれなか

った。

（2）叭il 心2 定以 降。区周 辺i祕1或の雄ガニCPIJE

1-･ 曳網当り漁獲jlt）は，1べla定以･前に 比べ ぷ･Sく

推 移 した。 また。 当洩場 の雄 ガニCPUE は。 京

都府沖介の他 の漁鳩 よりも高い伯を示した。

③ 保,al,く周 辺海 域の雄 ガニcP ｕＥは。ﾚ（内 の

CPUE 卜 －カゴ当り絶獲jl;り とjlEの和 関関係 にあ

るこ とか明ら かにな った。

④ 保,哩|,（内 において成体雌 ガニの密度が，紂 年

的に増 加の傾向 にある。

⑤ 京都丿鹸11一介海域において， 保,溥|･（ を,没定 した

由=域 ｆ水深帯 凵 丿雌雄の 末成熟 ガニが比･l!2的 多く

1112　 像 護 区 内4 こ設 置 し て い る コ ン ク リ ー ト プ ロ 。 ク

Fig. 2　Skenlch ol t ｈｅ ｅｏｎｃrele 11 衂ks ■n pr夸sｅryed

生 息 し ， ま た ， 雌 ガ ニ が 雄 ガ ニ と 交jt5 を し 産 卵 を

行 な う 主 た る 鳩 所 で あ る 。

そ こ で 。 今1111 は 保, 哩 区 内 に お い て 「 し ん か い

2000 」 に よ る ズ ワ イ ガ ニ の 生 態 と ， コ ン ク リ ー ト

ブ ロ ッ ク の 設 置 状 況 に つ い て の 調 査 を 実 施 し た 。

そ の 蒜 米 ， お･r の 知 見 を 碍 た の で 報 告 す る 。

隹;li に 先 立 ち 。 本 調 査 に 御 協 力 い た だ い た 「 な

つ し ま
」 の
越 智 貞 巳 船 長 を は じ め 乗 纉 貝 の 矜 位

に 。 ま た 「 し ん か い2Q00j の 段 野 洲 興lij 令 お よ び

運 航 ス タ ー,フ の 方 々 に 厚 く お 礼 巾 し 上 げ ま す 。

２ ． 調 査 方 法

,凋 介 は1989 年 ８ 月 】81」に 京 都| 侑･11 介 の ズ ワ イ ガ

ニl 泌,llX 内 で 行 な･, たSIﾇ13 ）。 海 底 を 航 走 し た

剛 離 は 釣1.400m で 。 こ の111」｡|| 視 に よ る ズ ワ イ



ガニの生息尾数の把握，生態観察および海底に設

置されているコンクリートブロックの観察を実施

した。生物およびブロ。クの観察は，主として目

睨によって行なったが，必要に応じて船外の ステ

レ オカメラおよぴ船内のスチ イールカメラで撮影

した。さらに，調炎中は船外のビデオカメラで継

続して録画を行なった。

なお，調炎海域の海底はシルト状の軟泥で覆わ

れており， また ｒしんかい2000亅 のＳＴＤの 観測

結米から。 調炎時の 水温は2.3-3.0 ℃，塩分は

34.0～34.3‰であった。

２．結采および考察

２．１　保護区内のズワイガニの分布状況

今回の･調企では保護区内を約1.400m 航走Ｌ，

合叶31M のズワイガニ を現紹した。脱認したガニ

の人部分は，省令で規制されているサイズよりも

小型のぷ成熟な個体であった｛写真 口 。これを

地点別にみると。図３のＡから Ｂまでは7  /fs, B

から Ｄ まで は1211S. Ｄ からＥ までは Ｓ尼， ま

た．Ｅ から Ｂまでは7 11Sをそれぞ れ槻認した。

今回の結果をもとにガニの分布寓度を推定するの

は。目視観察を行なった正確な視野が不|引である

こと。また，調査時の視界が非常に怎くｌｍ程皮

離底すると，ほとんど海底の生物を棍認すること

ができなかったことから141髏と思われる。しか

し。 そ の 傾 向 と し て は ガニ の 分 布密 皮は

35°59’50N以i･iの方が。以北よりも高いと考えら

れた。

保護区の効果を検討する際には，区内のガニの

分布密度を推定することが一つの重嬰な課題とな

る．通常の調介においては，漁.具（カニカゴ）を

通してIIlj接的に推定することか多いが．今後の分

布密度の推定は．試験操業と潜水船の調査結果を

もとに行なうことが莖 まれよう．

２．２　ズワイガニの生態

2
≫ 2.  1　

ズワイガニのカップ リン グ

（メイティング）

図 ３のＣ点において， ズワイガニのカップ り

ング（交尾黹行動）を観察した．カフプIJングと

は交尼に先立ち．雄ガニが鋏脚で雌ガニの歩㈹を

挟み，互いに向い合う状態をいう．今回観察した

カップIJング中の雌雄のガニは．雌ガニは甲幅７

ｃｍ前後．雄ガニの甲輜は12cm 銃後と思われた．

緋ガニはその鋏脚の大きさから，Ｃｏｎａａ＆Ｃｏｍ-

ea1 0986 ）が指摘した ｍ・rph・metrically malｕrｅ

舮1体といえる．また．雌ガニは甲羅の背面が成熟

した卵拠により赤色を呈していたこと，そして．

京都府坤合いの初巌卵期が8 ～11月頃である ほ|

崎.1985 ）ことから，初産卵碵の第10令期未成体

ガニ｛今 一本間，1970｝と考えられる．したがっ

て，このｶｰ, ブリンクは初産卵にともなう行助と

いえる．

雄ガニは左の鋏刷|で雌ガニの右第１歩脚の長節

の中央部あたりを，また，右の鋏脚で雌ガニの左

第４歩脚をしっかり侠み，抱きかかえていたg 与

真２１．この状態は，琳水船の接近にもかかわら

ず覿察しているあいた中｛約30分1 続き．雄ガニ

は決して雌ガニ を離そうとはしなかった．|可様

に，難ガニもこの場から逃げるような様子は全く

みられなかった． 初産卵の際のカップIJングは水

槽飼宥観察により．２～９日||¶】続くと報告されて

い る｛Ｗａｌｓoll，1972， 竹 下・松浦，1980. 小

林，19833. また．この間の摂餌行動はみられな

いとしている．今回の観察結果においても，この

状態で摂餌を行なうの|よ物理的に無理のように思

われた．

こ のようなカップリングの後．雌ガニは止涯の

Ill終脱皮を行ない，交16し産卵する．しかし．今

回は雌ガニの脱皮を含め．それ以降の行動につい

ては．時 間の都合上観察することはできなかっ

た．



今（1969）は甲幅9cm 以上の雄ガニは， 最終

脱皮を行なう前の雌ガニとぱ すみわけ”をして

いるため，初産卵にともなう交尾については関与

しないとしている。一方，山崎（1985 ）は初産卵

にともなう交尼は比紋的広域（水深220－290m ）

で行なわれるため。大型の雄ガニの分布域とオー

バーラップすることから，大型雄ガニも初産卵の

交尾に関与している可能性があるとした。そこ

で，今回の観察結果から判断するかぎり，大聖の

雄ガニは初産卵の交尾に関与しているといえよ

う。

次に保護区を設定以降，カゴによる試験棟業の

結果から，区内では雌ガニ（初産卵を終えた成体

ガニ）のCPUE が増加傾向にあることが明らか

になった（京都府立海洋センター，1988 ）。保護

区周辺（保護区から四方に３マイル以内）海域で

は，ズワイガニ漁解禁当初の11月に，とくに雄ガ

ニを対象とした操業が纂中する。この時川の雌ガ

ニは初産卵期が8 ―11月であることから，初産卵

直後で甲羅の非常に軟らかい状態にある。このよ

うなガニは省令により漁獲禁止としているが，い

ったん底曳網に人網してしまうと，再び海中に戻

されてもその後の生残率は低いようである。した

がって，今回の初産卵にともなうカップリングを

観察したことは，保誕区内で雌ガニのCPUE が

高く推移している傾向を反映し，保護区は叫生産

遡程にある力二を，底曳糾による間引から保護し

ていることを示唆するものであった。

2.  2.  2　 ズワイガニの摂餌に関する観

察

今回の糾査において，脱皮後まもないガニが，

自らの脱皮殼と思われる甲羅を摂餌しているのを

観察した（写輿３）。観察筱。マニピュレーター

で 採取した結米。甲羅 を食べて いたのは甲帖

86.6mm の初産卵後川もない，甲羅の非常に軟ら

かい雌ガニであった。最初にこのガニを発兌した

ときは，左右４本づつの歩脚の腕節・前節・折節

を立てて体（腹糾）を海底から持上げ，左右の鋏

脚で脱皮した後の甲雛を挟み摂餌していた。しか

し，潜水船が摂阿中のガニに近づくと，ガニはす

ぐさま摂似を中1卜｡し叩羅を離し，腕節から指節を

泥中に雌め，体 を海雌に沈めて低い姿勢をとっ

た｡，この行動は自己防衛のためと考･えられた。

若狭 湾 にお け る ズワ イガ ニ の 食性 は ， 魚類 ・棘

皮 動物 ・ 甲殻 類 ・ 貝穎 ・頭 足 類 ・多 毛 類 等多岐 に

お よ ん でい る{ 安 田｡1967} 。 ま た ，甲 殻 犲iの な

かで 雌 も多 くみ ら れ た のは ズワ イガ ニ と し てい

る 。 そし て ， ズワ イガニは 脱 皮 穀 も1111食 す る 習性

があ る と 檻 定し た が ，今 回の 観 察結 果 は この こ と

と一致 した 。

２． ３　 コ ン クリ ート ブ ロ ック の 設置状 況

保誕区 内 には底 曳網 の操 業 を物理 的 に 排除 す る

た め｡1983 ―1988 年 の ６ ヶ年 圓 に各 年12 ～15 個 の

合 計83 個 の ゴ ング リ ートブ ロ ー。ク を設 置 した。 ブ

ロ ック を設 置す る 海破 の底 貲 が シ ル ト状 の･li泥 で

あ る ため ， ブ ロ フタ の 底 面 に は厚 さ約15c ・ の コ

ンクリ ー ト而をほ どこ し， ブ ロ ックが 海 底に埋 没

しない よ うにし た。 ブ ロ･ ，クの 設 置は クレ ー ン船

に よ り。 ワ イヤ ー で 海 底 近 く まで 降 ろ し 行 な っ

た。

今回 竸 察 したブ ロ ー。クは ， 】983年 に 設 置し た う

ち の一 つ であ っ た。 こ のブ ロ ック を設 置 して から

約 ６年 が経 過 し てい る が。 プ ロ ７ ク|よ海 底の 泥中

に埋 まる こ とな く， 正 常に 設 置され てい た。 し た

が っ て，3 n, 角 の 大!11の コ ン クリ ー トブ ロ ックで

あ って も底 面を 貳 うな どす れば ，歓 泥 な 海底 で も

設 置可 能 であ るこ とが 示唆 され た。

ブロ ックに は沿 岸 域 に設 置 されてい る それ とは

異 なり ， カ キ・フ ジ ツボ等 の 付 着物 は み られ な か

っ た。 ブ ロ ックに 付 着し てい た生物 は ，エ ッチ ュ

ウ バ イｓ。α,･。II。, ｓl,ialissl。,I・ イ ソ ギ ンチ ャ ク の

類 ・ウ ミ シダの 黻|な どであ っ た。 また ， 今【ilの 覩

察 では ブ ロ ック の すぐ 近 くに ， ズ ワ イガ ニが 多 く

分 布 してい る傾向 は み ら れな かっ た。

３．お わ り に

保護区 を 設定 し たｎ 的の ひ とつに は 。 漁獲 対 象

サ イズに 満 たない ぷ成 熟ガニ を底 曳網 から保 謾 す

る ことに あ る 。今 回の 観察 結 果から ， 保 護IX 内 の

ガニ の 分･布 密 峻 を推 定 する の は|爿難 であ った が 。

分 布し てい る ガニ の 巾 心は 未成 熟は 個 体 であ る こ

と か明ら かに な っ た。 一般 に ， ズワ イガニ は 季節

に より浅 深 移 動す る こ とが 知 ら れて い る 。今191の

,剥 韲は底 曳剥 の休 漁｡川 であ る8 11 で あ ったが ， こ

れら の 未成 熟 ガニ が漁 期が 始 まる初 冬cI 】月 川 こ

かけ て。 どの よ うに 移 動す る の か検 討 す る必 喫 が

あ ろ う。



一方，今回の調査で は保迴区内において，初産

卵にともなうカ フプリング， 初産卵後ljllもない成

体雌ガニお よびカ ップリング前の未成体雌ガニが

観察された．つ まり， 他の海域は都合に より調査

するこ とがで きなか ．たが． 京都府洌I介で は当海

域 （水深270・ ）が本槌 の初産卵 を行 なう場 所で

あ るこ とは十分に考えられる． このこ とは．従来

訣黯 操業に より推定した結果（山崎，1985 ）と一

致 した．現在，京都府illl合で操業する底 曳網漁船

は ズワイガニの資源保護を目的に， 自主規制によ

り9 ～10 月は水深2ZO －3（X）ｍ の海域を操業禁止と

している．以 上の詰 果からすれば．池業者自らに

よるこの規制は資源保護上，非常に有効な措置と

考えられる． しかし． ガニの漁jUjが始 まると，こ

のような広 範囲な海域 の操業禁止の規制は困礁で

あ り．一つ の方法としては，特定海蛾 をブロ ック

等の設置により操業禁止にすることが望 まれる．

ズワイガニ の資源生態調査は． 本挂の生息域が

水深200 鵬以 深と深いこと から． 主に底 曳網・カ

ニ カゴ等の肬験操業に よって行なわれるこ とが多

い． しかし． 漁具を通してサンプルを111る場合に

は． 漁具の選択性の彰響を受けるため留意する必

豐がある． したがって． 今後は目的に応じて潜水

飴に よる調査を実施することに よll， きらに．精

度を高める必 要があ ると考え る．
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写八ｌ　 甲幅約 ５ｃｍの 淞成熟ガニ（･鋏匐は小さい ）

Photo,  1 【mmaiure crab wilh about ５ cm ｃａrａＤａcｅ

width alld small claws legs-

写臭 ２　 初産卵にともな う力・ ブリンク【手･1111が1111

#J12cm の 雄 ガニ．後ろが111幅 約 ７ｃｍ の雌ガ

ニ，雄ガニの鋏脚は人きい 】

Pho卜０. ２ Coupling for  primary spawning ｛ＦrQnl

side iｓ male crab ｗil● about 12cm cara･

pace width and lar ｇｅ claws leg5. rear ｓide

is female crab with ａｂｅｕ1 7 c● carapace

ｗidlh.匚

写 ≪3　 脱 皮 殻 を 食 べ る 雌 ガ ニgIII 幅 腿.6,1 ・ の 鹿 卵

il｛ 隆 の 成 体 ガ ニ ｝

Photo.  3　 Ｆｅｍｌｅｃrａｂｋｆｄ ｏｎ cast-off carapacetThis

ｃｌｅ １５ 86.6mm  carapace  width which had

jｕstl 】rillally spawned.)  .

写 真 ４　 コ ン ク リ ー ト ブ ロ･ ，ク

Photo.  4 Ｃｏ●crｅtc block り3  m! ;l ｗilhEhe11SI, α|･，

jll･M slri.㎡iｓjl,刪ａｎｄ ａ specie* of i ｓｅａ ａｎｅ･

１１１ｎｅ on Ibe ｓe1 1MIUonl ol aboul 27011

depth.
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